
第二回秋のイスラエル＆ヨルダンツアー実施決定！！  
～オメガニュースレター読者様特別企画～　2019年10月22日～11月1日

　第一回2月のツアーお申込みはすでに定員に達しましたため、このたび改めて第一回ツアーと同じ行程で
のツアーを実施することが決定いたしました。ただし現在、キャンセル待ちの方々が40名近くいらっしゃいま
す。お申込み先着順に事務局よりパンフレットをご送付させていただきます。皆様のご理解とご協力による第二
回ツアーの実施であることを覚えて心より感謝とお礼を申し上げます。今年一年の感謝を振り返って

祈りの課題

編集後記

  「私たちが神を愛したのではなく、神が私たちを愛し、私たちの罪のために、宥めのささげ物
としての御子を遣わされました。ここに愛があるのです。……いまだかつて神を見た者はいま
せん。私たちが互いに愛し合うなら、神は私たちのうちにとどまり、神の愛が私たちのうちに
全うされるのです。」ヨハネの手紙第一4章10、12節

今年度も皆様の愛と祈りによって、オメガの活動が主の御手により持ち運ばれましたこと
心からお礼申し上げます。一年を振り返り、「足跡」という有名な詩を思い出しました。イエス
様は私たちが試練の中にある時、私たちを背負って歩いてくださるお方であるという詩です。
このように主がすべてを担ってくださったことを覚え、賛美があふれます。
 

昨年末には、スティーブンス・栄子の夫のビル師が肺がんの疑いから完全に癒やされ、今年
の巡回講演を再開することができました。また、昨年末から今年の1月まで、私自身も1カ月
間の緊急入院をし、大きな試練の時を主の御腕の中で過ごすことができました。皆様の祈りに
感謝すると共に、私たちが神の国の家族であること、日本の教会がキリストの体であり、オメガ
もその一部分であることを痛感した一年でした。

今年は4月に大阪クリスチャンセンターのご厚意で事務所を移転しました。また、デザイナー
の北上郷一郎氏のご協力で新ロゴやニュースレター『bride』のリニューアルを行い、ニュース
レター発送作業もはこぶね便代表 上原雄平氏のご厚意で八王子福祉作業所に移行、また、加藤
信氏のご協力でWEBリニューアルも行いました。

多くの自然災害の脅威にさらされた時期でしたが、以前から企画していた幻冬舎大学や、
日本CGNTV『シャロームイスラエルⅡ』収録の打ち合わせが急ピッチで進みました。主の愛の
みことばを伝えるタイミングを逃してはいけない！という祈りが一致し、活動が進んでいます。
別紙にて、オメガの神のマスタープラン・プロジェクトの総合プロデューサーとして歩みを共に
してくださる輪嶋東太郎氏から皆様へ、とりなしの祈りの感謝報告を掲載しております。

そしていよいよ、来年の2月と10月にはイスラエル＆ヨルダンツアーが開始いたします。
これらすべての計画において、愛する主を待ち望む忠実なしもべとして歩んでいけますよう、
引き続きお祈りとご支援を賜りますようお願い申し上げます。

主のご降誕の恵みの月を覚え、皆様お一人おひとりの上に主の大いなる祝福が注がれます
ように。また、仕えておられる教会と地域の上に御国が来ますように。

2018年12月恵日
                                                                                      一般社団法人オメガ・ジャパン

代表  横田 聖子
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スティーブンス・栄子全国巡回講演（全14回講演）終了いたしました！

　早くも今年最終号となりました。2018年度の
ニュースレターをお読みいただき、尊いお祈りを頂
きまして心より感謝申し上げます。今年5月号から
は「キリストの花嫁（Bride）」というビジョンを打ち
出し全面リニューアルいたしました。来年も引き続
きご高覧いただけましたら幸いです。また、2019
年度はツアーを皮切りに新しい企画が目白押しで
すので、ぜひご期待ください。全国の教会に仕えて
おられる皆様と共に、神様のご計画におけるさま
ざまな働きを喜びをもって行うことができますよう
お祈りさせていただきます。　　　　  （細井浩子）

 ・  去る11月8日、淀橋教会（東京）にて講師のスティーブンス・栄子、ナビゲーターの輪嶋東太郎氏による「聖書預言
はどのように成就してきたのか」というトークショースタイルのセミナーが大きな祝福のうちに終わりました。

（＊詳細は別途チラシに記載）

 ・  今期は、「イスラエルのために祈りたいが、どう祈ったらよいのか分からない」「聖書の預言の成就について詳しく
知りたい」という教会を中心に講演を行いました。引き続き、オメガの巡回講演を通して、全国の教会にイスラエル
の平和を祈る祝福を運び続けられるようお祈りください。

1

2

神のマスタープラン2019プロジェクト

3

 ・  幻冬舎出版の編集担当者の方々に天からの知恵と感動が与えられ、出版企画、編集を行うことができますよう
お祈りください。

1
2

全国47都道府県にある教会と牧師・教会リーダーのご家庭を覚え、主の祝福が注がれますようお祈り
ください。

幻冬舎大学のセミナーが2019年3月より本格的にスタートいたします。
主催の幻冬舎出版とヴォイス・ファクトリイ株式会社とオメガが、現在の世界情勢の真実を、イスラ
エルを軸とした聖書理解から分かりやすくお伝えすることができますよう覚えてお祈りください。

 ・  神の国の計画を伝える使命とビジョンが関係者内で共有され、神の時が近付いていることをお知らせするための企
画が進められますようお祈りください。

日本CGNTV『シャローム・イスラエルⅡ』2019年度収録に向けて企画中です。

幻冬舎大学プレイベントセミナー大盛況でした！
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また、万物を創造した神のうちに世々隠されていた奥義の実現が何であるかを、明らかにするためです。エペソ3：9

世界情勢について
歴史をつかさどる神のマスタープランを
お伝えします

「終末」について
わかりやすい教材をご提案します

わかりやすい教材を使用して
「終末」を語ることができる教師を育成します
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計り知れない
神の愛

行くその先に、多くのあり地獄があり
ました。砂の中につくられているあり
地獄はすり鉢の形をした穴で、アリが
そこに入ると逃げ出せず底に落ちてい
き、下で待ち構えているウスバカゲロ
ウの幼虫がアリを食べてしまうのです。

　
ある人がそのアリの行列を見て、

「そっちへ行くと多くのあり地獄があ
るから別の道を行きなさい！」と大声
で叫びました。しかし、いくら叫んで
もアリには聞こえませんでした。次々
とあり地獄に引きずりこまれて食べら
れ、死んでいくアリを何とかして助け
ようと思ったその人は、「自分がアリ
になって、アリの中に住み、彼らを導
いてあげれば、きっと彼らは別の道を
行ってくれるに違いない」と考えまし
た。その後、その人はアリとなって生
まれ、アリの世界でアリの言葉を使う
ことによって新しい道に導くことがで
きました。それで彼らは、あり地獄に
向かわず別の道へ行くことができたの
です。

人を愛された神
ヨハネの福音書 3 章 16 節から 17 節

をお読みします。「神は、実に、そのひ
とり子をお与えになったほどに世を愛
された。それは御子を信じる者が、一
人として滅びることなく、永遠のいの
ちを持つためである。神が御子を世に
遣わされたのは、世をさばくためでは
なく、御子によって世が救われるため
である。」

今号では、主のご降誕をお祝いする
クリスマスを迎えるに当たって、改め
てこのみことばを、じっくりと噛み締
めてまいりましょう。「神は世を愛され
た」とは、私たち人間の世界を愛された
ということです。どうして宇宙の創造
主、全知全能者である神様は、ちりに
も等しい人間を一方的に愛されたので
しょうか。その理由は分かりません。

人間はそれぞれ自分が正しいと思っ
て、自分の道を歩んでいます。命を与
えてくださった神様に振り向くことさ
えしません。そのような中で、滅びの
道を歩む人間が一人として滅ぶことが
ないように、神様はご自分の御子イエ
ス・キリストを世に送ってくださった
のです。これにはどのような意味があ
るのでしょうか。

アリをあり地獄から
助け出す例え話　　

アメリカの日曜学校で聞く例え話で
す。あるアリの群が行列を成して進み
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（C）Daniel Case

計り知れない
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日曜学校で語られていたこの例え話
に、私は大きな感動を覚えました。人
間とアリとは全く別世界の生き物です
から、アリは人間の体をよじ登っても
それが人間であることさえ理解しませ
ん。それでも、アリを助けるために人
間の世界を離れてアリになったという
お話です。これは、神様が人となって、
滅びの道を歩む人間を救いの道に導く
ことを表しています。神様ご自身がす
べての人間の罪をご自分に移し、罪
による罰をご自分で受け、十字架に架
かってくださったのです。

「愛する決心をした」愛
神様のこの愛は、感情的な愛によっ

て表される愛ではなく、相手が自分を
知っているかどうか、愛してくれてい
るかどうかには全く関係なく、一方的
に人間を助けると決めた愛なのです。
この愛によって、天での神様としての
有り様を置いて、人となって地上に来
てくださったのです。例え話のように、
人がアリを可哀想に思い、助けると決
めた愛です。アリはその人を知らず、
よじ登って噛み付いたとしても助ける
と決心された愛です。感情による愛は
いつか消えていきます。しかし本当の
愛は、「愛する決心をした」愛なのです。

滅びの道ではなく
天国の道へ

神様が人間を天国の道に導くために
人となって生まれてくださり、私たち
の罪をご自分で背負い、私たちが罪の
ない者とされるために最も苦しい罰を
受けてくださったと信じることができ

た人は、罪の道から救われて天国の道
へ入ることができるのです。罪ある者
は天国に入れません。罪がなくきよい
者のみが神様の住まわれる所に入れる
のです。ローマ人への手紙 10 章 10
節 に、「人は心に信じて義と認められ、
口で告白して救われるのです。」と記さ
れています。「信じます！」と口で告白
すれば、暗闇の世界から神様のおられ
る光の世界、天国に入ることができる
のです。お百度参りをしたり、滝に打
たれて修業したりして得られるもので
はないのです。

ダビデ王は「人とは何ものなのでしょ
う。あなたが心に留められるとは。人
の子とはいったい何ものなのでしょ
う。あなたが顧みてくださるとは。（詩
8:4）」と神を賛美しました。本当に、
天地の創造主である神様が、どうして
私たちを顧みてくださるのでしょう。
これは解くことのできない謎です。

神が人となって
お生まれになった
「……御使いガブリエルが神から遣わ
されて、ガリラヤのナザレという町の
一人の処女のところに来た。この処女
は、ダビデの家系のヨセフという人の
いいなずけで、名をマリアといった。
御使いは入って来ると、マリアに言っ
た。『おめでとう、恵まれた方。主があ
なたとともにおられます。』しかし、マ
リアはこのことばにひどく戸惑って、
これはいったい何のあいさつかと考え
込んだ。すると、御使いは彼女に言っ
た。『恐れることはありません、マリ
ア。あなたは神から恵みを受けたので

す。見なさい。あなたは身ごもって、
男の子を産みます。その名をイエスと
つけなさい。』（ルカ１:26 ～ 31）」

このみことばは、イエス・キリスト
がお生まれになる約 700 年前に、預
言者イザヤを通して神様が語られた、

「……それゆえ、主は自ら、あなたがた
に一つのしるしを与えられる。見よ、
処女が身ごもっている。そして男の子
を産み、その名をインマヌエルと呼ぶ。

（イザ 7:14）」という預言の成就です。
また、ミカ書 5 章 2 節で「ベツレヘ

ム・エフラテよ、あなたはユダの氏族
の中で、あまりにも小さい。だが、あ
なたからわたしのためにイスラエルを
治める者が出る。その出現は昔から、
永遠の昔から定まっている。」と預言さ
れていた通りに成就して、ベツレヘム
の羊小屋でお生まれになりました。イ
エス様の両親が住民登録をするために
ベツレヘムに行かなければならなかっ
たので、イエス・キリストはベツレ
ヘムでお生まれになったのです。こ
の時、マリアだけが自分の身に起こっ
ていることが現実だと分かっていまし
た。いよいよ赤子が生まれる時が近付
き、どれほどの興奮を感じていたこと
でしょう。マリアは、飼い葉桶に寝か
された初子、神様のお顔を初めて見た
のです。彼女はどれほど感激したで
しょう。これがクリスマスの出来事で
す。物語ではなく現実に起こったこと
なのです。

信じていることは
現実か？

以前、アメリカの神学博士、デル・
タ ケ ッ ト（Del Tackett）先 生 と い う
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計り知れない
神の愛

方が、「あなたは自分が信じているこ
とが現実であると思っていますか」と
おっしゃいました。この言葉ほど私の
心を震わせた言葉はないと言えるほ
ど、体中に響いた言葉でした。「はい。
私は自分の信じていることすべて、現
実と思っています！」とはっきり答え
ました。これは私が神様を愛している
から答えることができた言葉ではな
く、微

み じ ん

塵の疑いもなく、私が神様から
計り知れない愛を頂いていることを
知っていたからです。

イエス様の弟子のペテロが言いまし

た。「……主よ。あなたとご一緒なら、
牢であろうと、死であろうと、覚悟は
できております。（ルカ 22:33）」ペテ
ロは、自分がどれほど主イエスを愛し
ているかを言い表したのです。しかし、
その同じ日にイエス様を知らないと三
度言いました。感情で表したペテロの
愛の告白は、恐れと共に消え去ったの
です。

一方、同じ弟子のヨハネは、自分の
ことを「イエスが愛された弟子」（ヨハ
20:2、21:20）と言い表しています。イ
エス様が自分を愛してくださっている

という、主の愛を信じてこのように告
白したのです。

皆様、今年のクリスマスは、ヨハネ
のようになってください。自分がどれ
ほど神様に愛されているかを知る時、
自分自身の素晴らしさも見えてくるか
らです。神様からの最高のプレゼント
を受け取ってください。神様はそのま
まのあなたを心から愛してくださり、
命までも投げ出してくださったのです。

皆様に心からメリー・クリスマス！
在主



第二回秋のイスラエル＆ヨルダンツアー実施決定！！  
～オメガニュースレター読者様特別企画～　2019年10月22日～11月1日

　第一回2月のツアーお申込みはすでに定員に達しましたため、このたび改めて第一回ツアーと同じ行程で
のツアーを実施することが決定いたしました。ただし現在、キャンセル待ちの方々が40名近くいらっしゃいま
す。お申込み先着順に事務局よりパンフレットをご送付させていただきます。皆様のご理解とご協力による第二
回ツアーの実施であることを覚えて心より感謝とお礼を申し上げます。今年一年の感謝を振り返って

祈りの課題

編集後記

  「私たちが神を愛したのではなく、神が私たちを愛し、私たちの罪のために、宥めのささげ物
としての御子を遣わされました。ここに愛があるのです。……いまだかつて神を見た者はいま
せん。私たちが互いに愛し合うなら、神は私たちのうちにとどまり、神の愛が私たちのうちに
全うされるのです。」ヨハネの手紙第一4章10、12節

今年度も皆様の愛と祈りによって、オメガの活動が主の御手により持ち運ばれましたこと
心からお礼申し上げます。一年を振り返り、「足跡」という有名な詩を思い出しました。イエス
様は私たちが試練の中にある時、私たちを背負って歩いてくださるお方であるという詩です。
このように主がすべてを担ってくださったことを覚え、賛美があふれます。
 

昨年末には、スティーブンス・栄子の夫のビル師が肺がんの疑いから完全に癒やされ、今年
の巡回講演を再開することができました。また、昨年末から今年の1月まで、私自身も1カ月
間の緊急入院をし、大きな試練の時を主の御腕の中で過ごすことができました。皆様の祈りに
感謝すると共に、私たちが神の国の家族であること、日本の教会がキリストの体であり、オメガ
もその一部分であることを痛感した一年でした。

今年は4月に大阪クリスチャンセンターのご厚意で事務所を移転しました。また、デザイナー
の北上郷一郎氏のご協力で新ロゴやニュースレター『bride』のリニューアルを行い、ニュース
レター発送作業もはこぶね便代表 上原雄平氏のご厚意で八王子福祉作業所に移行、また、加藤
信氏のご協力でWEBリニューアルも行いました。

多くの自然災害の脅威にさらされた時期でしたが、以前から企画していた幻冬舎大学や、
日本CGNTV『シャロームイスラエルⅡ』収録の打ち合わせが急ピッチで進みました。主の愛の
みことばを伝えるタイミングを逃してはいけない！という祈りが一致し、活動が進んでいます。
別紙にて、オメガの神のマスタープラン・プロジェクトの総合プロデューサーとして歩みを共に
してくださる輪嶋東太郎氏から皆様へ、とりなしの祈りの感謝報告を掲載しております。

そしていよいよ、来年の2月と10月にはイスラエル＆ヨルダンツアーが開始いたします。
これらすべての計画において、愛する主を待ち望む忠実なしもべとして歩んでいけますよう、
引き続きお祈りとご支援を賜りますようお願い申し上げます。

主のご降誕の恵みの月を覚え、皆様お一人おひとりの上に主の大いなる祝福が注がれます
ように。また、仕えておられる教会と地域の上に御国が来ますように。

2018年12月恵日
                                                                                      一般社団法人オメガ・ジャパン

代表  横田 聖子
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00900-7-313674
【他の金融機関からの振込】
店名：〇九九（ゼロキュウキュウ）　当座　0313674

■三菱東京ＵＦＪ銀行　
玉造支店　　普通　0125795

■みずほ銀行　
天満橋支店　普通　1337738

■三井住友銀行　
玉造支店　　普通　6695584 〒540-0004 

大阪府大阪市中央区玉造2-26-47 大阪クリスチャンセンター4階
Tel＆Fax：06-6777-2117　E-mail：info@omega.or.jp

Omega Japan
一般社団法人オメガ・ジャパン

https://omega.or.jp/

皆様からの尊いご献金は日本全国の教会を祝福する
ための巡回活動及び教材制作活動に用いられます
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スティーブンス・栄子全国巡回講演（全14回講演）終了いたしました！

　早くも今年最終号となりました。2018年度の
ニュースレターをお読みいただき、尊いお祈りを頂
きまして心より感謝申し上げます。今年5月号から
は「キリストの花嫁（Bride）」というビジョンを打ち
出し全面リニューアルいたしました。来年も引き続
きご高覧いただけましたら幸いです。また、2019
年度はツアーを皮切りに新しい企画が目白押しで
すので、ぜひご期待ください。全国の教会に仕えて
おられる皆様と共に、神様のご計画におけるさま
ざまな働きを喜びをもって行うことができますよう
お祈りさせていただきます。　　　　  （細井浩子）

 ・  去る11月8日、淀橋教会（東京）にて講師のスティーブンス・栄子、ナビゲーターの輪嶋東太郎氏による「聖書預言
はどのように成就してきたのか」というトークショースタイルのセミナーが大きな祝福のうちに終わりました。

（＊詳細は別途チラシに記載）

 ・  今期は、「イスラエルのために祈りたいが、どう祈ったらよいのか分からない」「聖書の預言の成就について詳しく
知りたい」という教会を中心に講演を行いました。引き続き、オメガの巡回講演を通して、全国の教会にイスラエル
の平和を祈る祝福を運び続けられるようお祈りください。

1

2

神のマスタープラン2019プロジェクト

3

 ・  幻冬舎出版の編集担当者の方々に天からの知恵と感動が与えられ、出版企画、編集を行うことができますよう
お祈りください。

1
2

全国47都道府県にある教会と牧師・教会リーダーのご家庭を覚え、主の祝福が注がれますようお祈り
ください。

幻冬舎大学のセミナーが2019年3月より本格的にスタートいたします。
主催の幻冬舎出版とヴォイス・ファクトリイ株式会社とオメガが、現在の世界情勢の真実を、イスラ
エルを軸とした聖書理解から分かりやすくお伝えすることができますよう覚えてお祈りください。

 ・  神の国の計画を伝える使命とビジョンが関係者内で共有され、神の時が近付いていることをお知らせするための企
画が進められますようお祈りください。

日本CGNTV『シャローム・イスラエルⅡ』2019年度収録に向けて企画中です。

幻冬舎大学プレイベントセミナー大盛況でした！
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